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観光情報学会20周年に向けて

　第19回観光情報学会全国大会を北海道江別市の北海道情報大学にて開催させて頂くこととなりました．
本来であれば，本大会は第20回大会となるはずでしたが，新型コロナウイルスの影響により2020年度の全
国大会が開催されなかったため，第19回大会となっております．回数としては19回となりますが，観光情報
学会が設立されてから20周年に開催される記念すべき全国大会となります．このような記念すべき大会を
北海道情報大学で開催させて頂けたこと光栄に存じます．

　さて，観光情報学会のルーツは，日本オペレーションズ・リサーチ学会の40周年記念事業として実施され
た，「北海道の「遊」産業の統合プロセス，マネジメントにおける戦略的情報技術の活用」という特別プロジェ
クトに端を発します．そこから，北海道大学の大内東教授が中心となり，任意団体としての観光情報学会を
発足しました．あれから20年，全国大会の開催，学会誌発行，年2回の研究会の実施，NPO法人への移行，
書籍刊行，日本学術会議への登録など様々なことが実施されてきました．会長も大内東会長，松原仁会長，
大藪多可志会長と移り変わり，現在は，4代目の鈴木恵二会長となっております．本大会では，特別講演とし
て，鈴木恵二会長に今後の観光情報学会の未来についてお話頂けるよう設定させて頂いております．
　また，10年前，北見工業大学において「これまでの10年，これからの10年」というテーマで第10回の全国
大会が開催されました．10年前，訪日外国人観光客も順調に伸び始め観光産業が日本における基幹産業と
して発展していくものと楽観的に考えていたように思います．しかしながら，第10回大会の際には，想像もつ
かなかった状況が，観光分野において起きたことは皆さんもご存知のとおりです．新型コロナウイルスのパ
ンデミックが発生し，それにより訪日外国人観光客がほぼゼロになり，観光産業が壊滅的なダメージを受け
るなど誰が想像できたでしょうか．そして，令和5年7月現在，観光産業の回復傾向が見られるとはいえ，ま
だ，パンデミック前の状況には程遠い状況にあります．
　このような現状を打破するための起爆剤となるが，AI技術ではないかと考えています．この10年間でAIが
ブームとなり，特に，この1年程での生成系AIの発展は目覚ましいもがあります．本大会のテーマである「AI
革命と観光の未来」というテーマも，ChatGPTにより出力されたテーマ候補を修正することで最終的な
テーマ決定を行いました．また，本予稿集などに利用されているテーマ画像は，ChatGPTにMidjourneyの
ためのスクリプトを出力させ，それにより生成した画像を利用しています．観光産業においてもAI技術の応
用により，新たなフェーズに移行していけるものと期待しています．AI革命が新しい観光の未来を切り開い
ていくことを願って．

実行委員長

第 19回 観光情報学会全国大会

長尾 光悦
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JR新千歳空港駅→JR新札幌駅
JRエアポート115号（小樽行）約28分

新札幌駅（新札幌バスターミナル）→JR野幌駅
JRバス（情報大学前、野幌運動公園行）約25分 

新千歳空港から 
JRバス利用 

札幌から 
中央バス都市間高速バス利用 
高速野幌→情報大学
徒歩5分（高速くぐりすぐ） 

会場案内図

〒060-0005 北海道札幌市中央区北５条西２丁目５フレンチレストラン ミクニサッポロ懇親会会場
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セッション
A-1, A-2, C

基調講演
総会・支部報告会

セッション
B-1, B-2

受付
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プログラム PROGRAM

9：50～ 受付開始

10：20～ オープニング（211教室）

10：30～12：00 学術講演セッションA （211教室・212教室）

12：00～13：20 昼休み

13：20～14：50 学術講演セッションB （211教室・212教室）

15：00～16：00 基調講演（松尾記念講堂）

16：10～17：00 総会・支部報告会 （松尾記念講堂）

9：30～　受付開始

10：00～11：40　学術講演セッションC （211教室）

11：40～11：45　クロージング

19：00～21：00 懇親会

2023年７月29日（土曜日）

2023年７月30日（日曜日）

テーマ「観光情報の新たな挑戦に向けて」
鈴木　恵二 氏
公立はこだて未来大学　理事長・学長
観光情報学会　会長
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学術講演プログラム

北海道江別市における風景印を活用したスタンプラリーの実施と考察 
～２回目の実施内容と今後の展望について～

澤村 那英 北海道情報大学
斎藤 一 北海道情報大学

 A1-4 

擬人化インターフェースを持つ駅前設置スマートポールによる情報支援
の試み　～SNSと融合するセンサースポット群～

畑 雅之 トライポッドワークス(株)
菊池 務 トライポッドワークス(株)
中平 浩二 (株)村田製作所
向井 聡 (株)村田製作所
梅木 優作 (株)DeMia
坂本 京也 (株)DeMia
長田 純一 公立はこだて未来大学
松原 仁 東京大学次世代知能科学
 研究センター

 A1-1 

近代化産業遺産におけるクイズによる情報提供効果検証の試み 鈴木 昭二 公立はこだて未来大学 A1-3 

ホーム側とアウェイ側の観戦者に着目した試合前後の観戦行動分析
～新たなスポーツツーリズムの取り組みの検討に向けて～

楽 奕平 芝浦工業大学
吉田 悠人 芝浦工業大学
村川 夏実 デロイトトーマツ
 ファイナンシャルアドバイザリー
 合同会社

 A2-1 

地域特産品のブランディングデザインを課題としたPBLの取組み 杉澤 愛美 北海道情報大学 A2-4 

座長：沢田 史子
 (北陸学院大学)

座長：奥野 拓
 (公立はこだて未来大学)

宗教施設の観光対象化について
宗教施設の類型化と、東京の神社の社格による観光対象化への影響

金谷 直政 東京都立大学大学院
倉田 陽平 東京都立大学大学院

 A1-2 

音楽観光の現状俯瞰と課題　～英国・リバプールでの事例～ 猪口 あゆな 東京都立大学
倉田 陽平 東京都立大学

 A2-2 

スキー・スノーボード低頻度ユーザのスキー場来訪の維持・拡大にむけた考察
～スキー場シーズン共通リフト券の提供を通じたモニター調査を通じて～

江﨑 貴昭 公益財団法人日本交通公社
工藤 亜稀 公益財団法人日本交通公社

 A2-3 

2023年７月２９日（土）
学術講演セッションA1 10:30～12:00 （2階 211教室）

学術講演セッションA2 10:30～12:00 （2階 212教室）
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SNS観光情報提示のための実験を用いた感情分類方法の検討 鈴木 快 公立はこだて未来大学大学院
伊藤 恵 公立はこだて未来大学

 B1-2 

SNSに基づく地域ブランディングのためのフレームワークに関する研究 京野 龍生 北海道情報大学 
長尾 光悦 北海道情報大学 
斎藤 一 北海道情報大学 
杉澤 愛美 北海道情報大学
坂本 牧葉 北海道情報大学
大沢 明美 (株)日立ソリューションズ東日本
田中 一美 (株)日立ソリューションズ東日本

 B1-3 

膨大なジオタグツイートから見る道内各地の観光行政の課題 倉田 陽平 東京都立大学大学院
吉田 伊武貴 東京都立大学大学院

 B1-1 

一般市民の夜空画像に対する印象分析
～ web調査を用いた夜空のリアリティをめぐる内部化状況 ～

澤田 幸輝 和歌山大学大学院
高梨 直紘 東京大学
平松 正顕 国立天文台
玉澤 春史 東京大学/京都市立芸術大学
日下部 展彦 アストロバイオロジーセンター
川越 至桜 東京大学
尾久土 正己 和歌山大学

 B1-4 

学術講演セッションB1 13:20～14:50 （2階 211教室） 座長：石野 亜耶
 (広島経済大学)

学術講演セッションB2 13:20～14:50 （2階 212教室） 座長：杉山 岳弘
 (静岡大学)

多様なXR技術による地域遺産復元システムの研究開発
～地域遺産復元による地域活性化と観光振興を目指して～

三代沢 正 公立諏訪東京理科大学
橋本 幸二郎 公立諏訪東京理科大学
内堀 法孝 UNYdesign

 B2-4 

多拠点型地方演劇祭における観光周遊動態の予備的考察
― 豊岡演劇祭2022における観光アプリのデータから

野津 直樹 芸術文化観光専門職大学/
 和歌山大学大学院
荻田 雅佐之 scheme verge株式会社
須田 英太郎 scheme verge株式会社
嶂南 達貴 scheme verge株式会社
田中 和哉 scheme verge株式会社
河村 竜也 芸術文化観光専門職大学

 B2-1 

YouTube における観光プロモーションの評価指標の提案
～北海道の旅行動画を例とした広告効果計測～

堀 健一朗 東京都立大学大学院
倉田 陽平 東京都立大学大学院

 B2-2 

BERTを用いた食材の産地にこだわりのある飲食店の推薦 熊谷 浩平 公立はこだて未来大学大学院
奥野 拓 公立はこだて未来大学

 B2-3 

2023年７月２９日（土）
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中学生の360度映像制作実習とそのプレビュー方法に関する観光意欲
促進効果

山本 道雄 関西テレビ放送株式会社
 和歌山大学国際観光学
 研究センター
濱野 杏 和歌山大学教育学部附属中学校
中山 文恵 国立大学法人和歌山大学
尾久土 正己 国立大学法人和歌山大学

 C-5 

観光情報配信の好機をスマホで判定するための教師データ
～リアルタイムだが断片的なアプリ操作か、事後的だが連続的な地図記入か～

相 尚寿 昭和女子大学 C-2 

生成系AIによる口コミ情報を使った宿泊施設のレーティング 鍋田 真一 静岡県立大学大学院
杉山 岳弘 静岡大学
渡邉 志 日本大学
湯瀬 裕昭 静岡県立大学大学院

 C-3 

商店街のデジタル化に向けた口コミ返信支援システム
～GoogleビジネスプロフィールにおけるChatGPTの活用～

堀 涼 名古屋大学大学院
鈴木 野々花 名古屋大学
浦田 真由 名古屋大学大学院
遠藤 守 名古屋大学大学院
安田 孝美 名古屋大学大学院

 C-4 

自然体験型観光コンテンツの観光DX化とデータ分析 渡邉 貴之 静岡県立大学
小林 蒼 静岡県立大学
木村 ともえ 和歌山大学大学院

 C-1 

座長：桝井 文人
 (北見工業大学)

2023年７月30日（日）
学術講演セッションC 10:00～11:40 （2階 211教室）
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宗教施設の観光対象化について 

宗教施設の類型化と、東京の神社の社格による観光対象化への影響 

 

金谷直政, 倉田陽平 

東京都立大学大学院 都市環境科学研究科 観光科学域 

 
キーワード：宗教施設、社格、観光対象化 

 
【はじめに】宗教施設と観光との関係は、宗教施設が神聖な空間である一方、観光は余暇の一部
という印象が強いことから、互いに遠い存在のように考えられがちであるが、「訪日外国人にお
勧めしたい観光地はどこ？」とのアンケートのカテゴリ別で「1位 神社仏閣」という結果から
考えると[1]、宗教施設の観光対象化が進んでいると考える。本論では、観光対象化の類型化を試
み、その中の社格に着目して宗教施設の観光対象化との関連について考えた。 
【概要】宗教施設の観光対象化
については、一つの側面から観
光対象化していると判断するこ
とは非常に困難であることから、
まずは、いくつかの類型化を試
みた。観光対象化した要因毎に
「格式の高い宗教施設」「鉄道施設と連携し参詣者を集めてきた宗教施設」「聖遺物のある宗教
施設」「聖地・パワースポット化した宗教施設」「写真映えする宗教施設」などの類型化した（表
-1）。 
【類型と観光対象化】我が国の神社について
は、近代以前においては、延喜式（えんぎし
き）神名帳記載が神社の社格として伝わって
きた。戦後は社格制度が廃止され社格は存在
しないが、近代以前の社格が「旧社格」とし
て用いられることもある。これら「旧社格」
と現行の制度の中で用いられる「別表神社」
を合わせて「格式の高い寺社」とする（表-2）。
「別表神社」は、格付けではなく、神職人事に関わる区分であるが、社殿、境内、神職の数など
の面で比較的大きな神社であることから一種の格付けとなっていると考える。本論では、東京の
神社の中で一定の社格のある神社の内、観光対象化している比率を確認した(表-3)。 
「鉄道と連携した寺社」に類型化する寺社は、伊勢神宮への参詣用の鉄道として「最初から参詣
をはっきりと正面に揚げたのが、その名もずばり参宮鉄道だった」[2](鈴木 2019)にあるように、
参詣者の交通手段を整備することで、参詣者が増え観光対象化して栄えてきた。 

表-1 観光対象化している宗教施設の類型 
類型 代表的な事例 摘要

社格の高い寺社 北海道神宮 石狩国一宮、別表神社
鉄道と連携した寺社 伊勢神宮 参宮鉄道による参詣
聖遺物のある寺社 サントシャペル イエスの荊冠

聖地・パワースポット 鷲野宮神社 アニメ「らき☆すた」
映える寺社 新倉富士浅間神社 富士＋桜＋五重塔の写真  

表-2 神社の社格 
社格 制定の主体 制定の時期 廃止の時期 数
延喜式 醍醐天皇 967年 2,891
二十二社 朝廷 1081年 戦後 22
近代社格 太政官 1871年 1946年 49,933
勅祭社 明治天皇 1868年 16
准勅祭社 明治政府 1868年 1871年 16
東京十社 関係神社 1975年 10
別表神社 神社本庁 1951年 353
一宮 国司 11～12世紀 68  
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さらに、「聖遺物のある寺社（教会）」については「カトリックの信仰世界では、聖遺物という
文字通り聖なるもの超越的存在と物理的に接触していたのによって場所に聖性が与えられる」
[3](岡本 2015)とあるように聖人の一部や聖人が物理的に接触していたものを聖遺物と呼び、ラ 
ンクの高い聖遺物のある宗教施設が観光
対象化していると考える。 
また、近年では「聖地やパワースポット」
と言った表現を使い、宗教よりも気軽に場
所に対して特別感を付与することで、既存
の寺社を観光対象化している事例が見ら
れる。アニメの中で取り上げられた宗教施
設がアニメ聖地としてアニメの読者や視
聴者を中心に訪問者を増やしている。 
 SNSの普及に伴い、人の目を引く写真は
「映え（ばえ）る」写真として、「フォロ
ワー」や「いいね！」などの反応を呼び起
こし、投稿者のページ閲覧者を増やすこと
から「映える」写真の対象となるものが見
られる。 
【まとめと今後の課題】観光対象化する宗
教施設の類型化を行った中から社格の高
い寺社について、東京の神社の社格が観光
対象化にどの程度影響しているか確認し
た。観光対象化については「るるぶ」掲載
の東京都の神社を観光対象化している神
社とし、それぞれの社格に該当する神社の
内「るるぶ」のリストに出ている比率を算
出した[4]。「るるぶ」は JTBパブリッシングが出版する旅行ガイドブックであり、日本の代表的
なガイドブックである。延喜式、二十二社は東京には存在しないため、また、准勅祭社は東京十
社とほぼ同じため算定から除いた。その結果、東京の神社については、近代社格は 50%、勅祭社
は 100%、東京十社と別表神社は 40%、一宮は 0%が観光対象化していたことがわかった。今後
は、調査の範囲を広げ、社格以外の類型についても観光対象化との関係を調査していきたい。 
【参考文献】 
[1] 観光経済新聞 https://www.kankokeizai.com/【データ】在留外国人が訪日外国人におすすめ
したい人気の観光地ランキング、1位は神社仏閣 2019年 6月 4日 
[2] 鈴木勇一郎「電鉄は聖地をめざす」講談社選書メチエ 
[3] 岡本亮輔「聖地巡礼」中公新書 
[4]るるぶ 観光資源の基礎データベース 2011年 

表-3 社格における観光対象化の比率 

近代社格 勅祭社 東京十社 別表神社 一宮 るるぶ
靖國神社 1 1 0 0 0 1
日枝神社 1 0 1 1 0 1
水天宮 0 0 0 0 0 1
湯島天満宮 0 0 0 1 0 1
伝通院 0 0 0 0 0 1
根津神社 0 0 1 0 0 1
上野東照宮 0 0 0 0 0 1
浅草神社 0 0 0 0 0 1
富岡八幡宮 0 0 1 0 0 1
熊野神社 0 0 0 0 0 1
松陰神社 0 0 0 0 0 1
明治神宮 1 1 0 1 0 1
新井薬師 0 0 0 0 0 1
雑司ケ谷
鬼子母神堂

0 0 0 0 0 1
高尾山薬王院 0 0 0 0 0 1
武蔵御嶽神社 0 0 0 0 0 1
芝大神宮 0 0 1 0 0 0
神田神社 0 0 1 1 0 0
亀戸天神社 0 0 1 0 0 1
白山神社 0 0 1 0 0 0
品川神社 0 0 1 0 0 0
王子神社 0 0 1 0 0 0
赤坂氷川神社 0 0 1 0 0 0
大國魂神社 1 0 0 1 0 0
東京大神宮 0 0 0 1 0 1
乃木神社 0 0 0 1 0 0
東郷神社 0 0 0 1 0 0
大宮八幡宮 0 0 0 1 0 0
井草八幡宮 0 0 0 1 0 0
小野神社 0 0 0 0 1 0
るるぶ掲載率 50.00% 100.00% 40.00% 40.00% 0.00%  
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[3] Lashua, B., Cohen, S., & Schofield, J. (2010). Popular music, mapping, and the characterization of 
Liverpool. Popular Music History, 4(2), 126-144. 
[4] Wise, N., Melis, C., & Jimura, T. (2019). Liverpool’s Urban Imaginary: The Beatles and Tourism 
Fanscapes. The Journal of Popular Culture, 52(6), 1433–1450. 
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SNS 観光情報提示のための実験を用いた感情分類方法の検討 

 
鈴木快 公立はこだて未来大学大学院 
伊藤恵 公立はこだて未来大学 

 
キーワード：SNS，分類，感情分析，観光支援 

 
【背景】近年，スマートフォンが急速に普及しており，それに伴い Social Networking Services(以
下，SNS)の利用者数も年々増加している．ICT総研[1]によると，日本における 2022年末の SNS
利用者数は 8149万人となっており，国内ネット利用者の約 80%が SNSを利用していると推計さ
れている．また，JTB 総合研究所[2]によると，SNS の投稿から行ってみたいと思った場所に実
際に行った人は 2017年から 3年連続で増加しており，観光を計画する際に SNSを利用する人が
増加していることが分かる．SNSは気軽に思ったことを投稿でき，投稿数の多さが利用者を増加
させた要因であると考える．しかし，その分主観的な意見も多く，SNSを用いて情報収集を行う
際に偏った情報しか得られないこともあり，自分が求めている情報を探すのに手間がかかってし

まう． 
【目的】観光地の情報を収集する際に，SNSに投稿された観光情報を様々な方法で分類すること
によって，観光者が求める情報を効率的に収集できると考えた．津田・山田[3]によると，観光地
に対する SNS投稿に含まれている感情がウェブ上の観光地人気に関係しており，ポジティブ・ネ
ガティブの感情を含む投稿が観光地人気度に大きな影響を与えていることが分かった．そこで，

本研究では SNS投稿に含まれる感情に着目して感情分析を行い，投稿を感情別に分類する． 
以前の実験では，Twitterに投稿された観光地情報に対して，テキストデータをポジティブ・ネ
ガティブ・ニュートラルだけでなく，10種類の感情に分類することができるML-Askを利用して
感情分析し，投稿を分類した．被験者に 3 つの分類方法を使用して指定された感情を含む投稿を
収集するまでの時間計測と，実験後にそれぞれの分類方法を評価するアンケートを実施すること

によって，情報収集の容易さを比較する実験を行った．分類方法は，ポジティブ・ネガティブ・

ニュートラルの 3つの感情に分類した「3感情分類」，より詳細な感情である，喜・怒・昂・哀・
好・怖・安・厭・驚・恥の 10種類に分類した「10感情分類」，分類がされていない「未分類」の
3つの分類方法を使って比較実験を行った．実験の結果，観光地に関する SNS投稿を感情別に分
類することによって情報収集が容易になるといえる結果となった．また，アンケートの結果から，

3感情分類のほうが 10感情分類より情報を収集しやすいという意見が多数あったが，複数感情に
も需要があることが分かった．複数分類にも需要がある一方，使いづらい理由として，「分類の種

類が多すぎる」という意見が多数あったことから，今後，複数感情による感情分類を利用して観

光地情報の推薦を行うために，感情の種類を見直す実験を新たに行った． 
【方法】本実験は，前回の実験で利用した 10種類に分類した感情から，観光者にあまり需要がな
い感情を減らすために実験を行った．今回の実験では，Twitterに投稿された「ラッキーピエロ」
「函館山」「五稜郭公園」「五稜郭タワー」「函館朝市」の 5つの函館の観光地に関する投稿を利用
し，ML-Ask で感情分析された各感情の投稿 10 件ずつ，計 100 件を利用した．被験者は本学の
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学生 25名であり，「観光地に関す
る情報を SNSで収集している観
光客」という想定で行った．前回

の実験では，被験者に探して欲し

い感情を指定し，指定された感情

にあった投稿を探索してもらっ

たため，被験者が本当に参考にな

る投稿が分からないといった問

題があった．そこで，今回の実験

では，被験者に投稿に含まれる感

情を分からないようにし，観光の       図 1：10種類の感情と選択数        
際に参考になったと思う投稿を自由に 20件選択してもらうことによって，どの感情を含む投稿が
より参考にされているかを調査した．実験後に実験内容や観光に関するアンケートを実施し，観

光時の SNSの利用状況や，情報収集する際に重要視している投稿内容などを調査した． 
【結果と考察】図 1は全被験者で選択された 500件の回答のうち，どの感情を含む投稿がどれだ
け参考にされたかを示すグラフである．「安」81件，「喜」79件，「好」73件，「厭」50件，「驚」
46件「昂」42件，「哀」39件，「怖」37件，「恥」27件，「怒」26件が選択されており，よく参
考にされた「安」，「喜」は 1人あたり 20件中平均 3.20件選択されたのに対し，「恥」，「怒」は平
均 1.05 件ほどしか選択されていなかった．これらの結果より，「恥」，「怒」に分類される投稿は
観光地情報収集の際にあまり参考にされていないという結果になった．加えて，収集の際に「恥」，

「怒」 に分類される投稿は少なく，投稿収集の面に関しても難しい結果となった．これらの結果
から，複数感情を利用して情報推薦を行う際に，「恥」，「怒」に分類された投稿は除外しても良い

と考えた．アンケートでは，「観光地の情報を収集するうえで，役に立つ投稿は十分あったか」

という質問では，「十分あった」，「どちらかというとあった」を選んだのが 24名，「どちらかとい
うとなかった」を選んだのが 1名という結果になっており，ML-Askで感情分析された感情を含
む投稿は観光地情報収集の際に有益であることが分かった．また，「SNS に投稿された観光地に
関する情報が感情分類されている場合，情報収集が行いやすくなると思うか」という質問では，

「思う」，「どちらかというと思う」を選択したのが 20名，「どちらかというと思わない」，「思わ
ない」を選択したのが 5名であり，観光地に関する SNS投稿を感情別に分類することによって，
情報収集が容易になるといえる結果となった．  
【参考文献】 
[1]ICT 総研: 2022 年度 SNS 利用動向に関する調査,  

https://ictr.co.jp/report/20220517-2.html，2022 (最終アクセス 2023.06.30)．  

[2]株式会社 JTB 総合研究所: スマートフォンの利用と旅行費用に関する調査, 

https://www.tourism.jp/wp/wp-content/uploads/2019/11/smartphone-travel-consumption.pdf， 

2019 (最終アクセス 2023.06.30)． 

[3]津田博史,山田奏人: SNS 情報を用いた京都市の観光地に関する人気要因分析，日本オペレー

ションズ・リサーチ学会 2019 年秋季研究発表会アブストラクト集，2019，pp.70-71． 
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観光情報配信の好機をスマホで判定するための教師データ 

～ リアルタイムだが断片的なアプリ操作か、事後的だが連続的な地図記入か ～ 

 
相 尚寿 昭和女子大学 人間社会学部 

 
キーワード：スマートフォン、観光情報配信タイミング、教師データの取得 

 
【目的】本研究では、必ずしも観光を主目的としない来街者に対して、適切なタイミング(以下、
散策中と記す)で観光情報を提供して観光行動を誘発することを目標に、スマホで取得できる位置
情報(速度)と加速度から散策中かを判別できるか検証したい 1)。本報告では散策中かどうかの教師

データをいかに取得するかを議論する。 
【方法】東京近郊の観光地(東京都の神楽坂、谷根千、麻布十番、埼玉県の川越、神奈川県の横浜
元町、鎌倉)で 2時間のまちあるき実証実験を行った。iOS向け専用アプリ 2)で位置情報、加速度

を継続的に取得する。また、アプリ画面上に 3～7分の間隔でランダムに散策中か質問を表示して
被験者に「はい」か「いいえ」をタップしてもらう。まちあるき終了直後には、散策中だった区

間(散策区間)を地図に記入するよう被験者に依頼した。アプリ上のタップでは散策中かリアルタイ
ムな情報取得が可能であり、タップがそのときの判断を表す確度が高い一方、その取得は断片的

に留まる。対して地図記入では連続的に散策中だった区間を取得できるため教師データを豊富に

獲得できる一方、被験者の記憶や読図能力によってはそのデータに曖昧性が残りうる。 
 本報告では、アプリ上のタップ「はい」(散策中)と「いいえ」が地図記入に基づく散策区間内外
のどちらに該当するかを集計し、両者の教師データが整合するか検証する。もし両者が整合すれ

ば、網羅性の高い地図記入の教師データが有用であると判断できる一方、整合しないのであれば

確度の高いタップ結果を教師データとして用いるべきであろう。 
分析対象は、2020年以降 2023年 5月までに実施した実証実験のうち、データ欠損が多いケー

スと全行程が散策中だったケースを除外した 116件のデータである。同一被験者が複数の対象地
に参加できるため、ユニークユーザー(UU)数は 56で、参加回数は、1回 24名、2回 17名、3回
9名(うち 1回は先述の理由で分析から除外)、4回 1名、5回 2名、最大の 6回が 3名である。 
 アプリ上のタップと地図記入それぞれに由来するデータを照合するため、アプリで取得した緯

度経度から回答タップを属性として持つポイント形式のシェープファイルに変換するとともに、

地図記入で得た散策区間を表すポリゴン形式のシェープファイルを作成した(QGIS)。散策区間ポ
リゴン内のポイントを空間検索することで、回答タップのポイントに散策区間内外いずれに該当

するか属性を与えた。この属性データに対し、回答タップと散策区間内外に有意な関係性が見ら

れるか、Fisherの直接確率検定を行った(R 3.6.3)。有意水準は 5%とした。 
【結果と考察】基礎的な集計として、散策区間内の「はい」タップと区間外の「いいえ」タップ

数が全体のタップ数に占める割合(整合タップ率)を観察しよう。116件でのタップ総数は 2939で
あり、整合タップ率は 53.5%(1573 タップ)であった。1 件ずつ個別に集計すると整合タップ率が
25%未満なのが 9件、25～50%が 33件、50～75%が 58件、75%以上が 16件である。整合タッ
プ率 50%以上が過半をやや上回る程度であり、タップと地図記入で取得した散策中の教師データ
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は基礎的な集計においても必ずしも整合するとは言えない水準であろう。 
Fisher 直接確率検定の結果、タップ結果と散策区間内外に有意な関連が認められたのは 20 件

(UU数 16名)で、このうち散策区間内で「はい」が、区間外で「いいえ」がタップされる傾向だ
ったのは 15 件(UU 数 11 名)であった。この結果からも、タップと地図記入で取得した散策中の
教師データが極端に相反してはいないが、必ずしも整合するとも言えないことが確認できる。 
両者が必ずしも整合しない要因は、方法の項で指摘した被験者の記憶や読図能力に起因するも

のであろうか？個人差を最小限に抑えるため、3 回以上参加した被験者に限定して整合タップ率
を見てみよう(表 1)。結果、整合タップ率が安定している被験者は少ないため、タップと地図記入
が整合しないのは、必ずしも個人的な要因によらないと考えられる。 
 では、整合しない要因は地域特性であろうか？具体的にはまちあるき終了後に、被験者が歩い

ていたのがどこだったのか地図で同定しにくいという地域の存在が想定される。6 つの対象地そ
れぞれにおける整合タップ率とその平均を表 2 に示す。平均は 52～57%の範囲に収まっており、
特段大きな地域差は見られない。2 つの対象地間全ての組み合わせにおいて、平均値に差がある
か t検定を行ったものの、5%水準で有意差が認められる組み合わせはなかった。 
本報告では、リアルタイムに取得したタップとまちあるき直後の地図記入という、散策中かど

うかを取得する 2 種類の教師データが整合しているかを検証した。必ずしも両者は整合せず、ま
た整合するかどうかは個人差だけ、地域差だけで説明されないことが明らかとなった。同行者の

有無や、沿道景観や道路網形態などの地域内の空間特性を踏まえた分析を今後の課題としたい。 

表 1 参加回数の多い被験者の各回における整合タップ率 ※参加順に記載 
ID 整合タップ率 ID 整合タップ率 ID 整合タップ率 
086 30%, 37%, 28%, 12%, 38%, 72% 079 38%, 65%, 87%, 45% 136 79%, 47%, 88% 
124 52%, 62%, 53%, 57%, 67%, 50% 076 30%, 69%, 45% 137 72%, 24%, 70% 
125 31%, 66%, 66%, 75%, 54%, 56% 108 21%, 29%, 24% 142 68%, 55%, 71% 
072 54%, 34%, 55%, 77%, 56% 110 48%, 62%, 61% 143 13%, 38%, 78% 
099 33%, 67%, 55%, 74%, 74% 117 40%, 53%, 79%   

 
表 2 対象地ごとに整理した整合タップ率 
対象地 平均(%) 整合タップ率(%) ※昇順 
神楽坂 57 24, 35, 36, 37, 50, 54, 56, 58, 60, 61, 62, 63, 63, 66, 69, 72, 79, 87 
谷根千 52 24, 30, 47, 48, 53, 54, 54, 60, 65, 67, 74 
麻布十番 52 7, 12, 30, 33, 34, 36, 37, 39, 41, 41, 45, 46, 48, 50, 50, 50, 54, 55, 56, 58, 67, 70, 

71, 72, 77, 79, 80, 87, 88 
川越 54 13, 21, 21, 28, 33, 36, 38, 40, 42, 48, 52, 54, 57, 58, 60, 66, 68, 75, 77, 82, 83, 

89, 100 
横浜元町 55 29, 31, 32, 38, 38, 45, 52, 54, 55, 55, 56, 56, 59, 62, 67, 70, 73, 80, 100 
鎌倉 55 15, 18, 37, 38, 45, 53, 56, 58, 60, 65, 66, 71, 71, 72, 74, 78 
 
【参考文献】 
1)  相尚寿・鍛治秀紀 (2019) 歩行時のタイミングの良い観光情報配信に向けた基礎分析～ウェブ
アプリを用いた実証実験～, 観光と情報, 15 (1), 47-60. 

2)  相尚寿・鍛治秀紀 (2020) 観光情報配信の適切なタイミングを把握するための実証実験 ～ネ
イティブアプリへの移行～, 観光情報学会第 21回研究発表会講演予稿集, 73-76. 

【謝辞】本研究は、東京大学 CSIS共同研究No.1166の成果で、2023年度研究費支援型共同研究
の助成を受けた。本研究の専用アプリは鍛治秀紀氏が開発、保守している。記して謝意を表する。 

45

Proceedings of the 19th Annual Meeting of the Society for Tourism Informatics



 

 

 
 

 
 

 
 

AI  
 

ICT Smart Tourism
[1] OpenAI ChatGPT[2]

[3]  
2016

[4]
Web Twitter SNS

5

AI
AI

AI

 
AI

AI
OpenAI API GPT-3.5

gpt-3.5-turbo-16k-0613
20

 
20

1
 

11 GPT-3.5
20

AI
 

2023 6 27 28 [5]

46

観光情報学会第 19回全国大会講演予稿集



 

 

57 36
51 144  

GPT-3.5
2 20

20
GPT-3.5

 
1 GPT-3.5 1

0.79  
              1  

  GPT-3.5 
 4.07 4.11 

 0.48 0.33 
 0.23 0.11 

 2.55 2.82 
 4.15 4.09 
 4.95 4.82 

                                        1  

0.24 0.00 0.98 IBM SPSS Statistics
29.0.1.0 ( :0.05) 2

Wilcoxon GPT-3.5
(Z = -1.328 p = 0.184)  

GPT-3.5
11

(1) 1 (2) 1 3
(3) 1 6 3

(1) 0.37 (2) 0.62 (3) 0.75  
AI

GPT-3.5
AI

 
[1]  - - 1

Vol.62 No.11 pp. e1-e5 2021-10-15. 
[2] Introducing ChatGPT https://openai.com/blog/chatgpt/ 2023/07/05  
[3] ChatGPT

23 pp.30-33 2023-03-25. 
[4] GDP ICT

https://www.soumu.go.jp/johotsusintokei/linkdata/h28_04_houkoku.pdf 2023/07/05  
[5] https://travel.rakuten.co.jp/ 2023/07/05  

1 2 3 4 5
1

2
3

4
5

G
PT

-3
.5

47

Proceedings of the 19th Annual Meeting of the Society for Tourism Informatics



!"#$%&'()*+,-./0123456789

!"##$%& '()*+,-./01234 5678"9: ;<=!>

 
!"# $%&'('()*+(,-. 
/0123# $%&'(*+(4 

5678# $%&'('()*+(,-. 
9:;# $%&'('()*+(,-. 
<6=># $%&'('()*+(,-. 

 
?@A@BCDE DXFGHIFChatGPT 
 

JKLMNO2022PNQRSTUVWXYZ[\]6^_`abcdefghNijkFlZ[\
]mnopqXYrsmtuvwxyzN{|lrsN}~o�€zÅ‚ƒl„n…†r‡oˆ

‰€zÅ‚UŠ‹Œçkj€[1]Žèghmê‘’“”1m•ˆUDE DX–—€ŽDE DXKl˜
™šm›œùžŸ ¡¢£¤zFlDE¥¦m§¥ùmžŸz†¨©ˆmª–c«Œç€[2]Ž 
¬š­KFDE DX m®¯Nž°±²³´µ`–Z[\]N¶·€¸¹uoº»·€†¨F˜
™šN¼‰*+oV½–¾€Z[\]¿@]oFrÀDE¶Á~¦šÂrÀ~¦šÃNÄ¤Xk

¾YŽ̧ ¹u–KGoogle MapŸmÅ¦ÆÇƒÈÉÊ@mËÌFGHImÍ½†¨U–¾€Google
Î[ÏÐÑÒÓÔ@]ÂGBPÃoÕ|Ö×YŽ¸¹u–KlÕ|ØÙÆÇU†jzƒl•ÚÛ‚
ÜXÝÞz†¨mrÀ~¦šmvwßàoáâXY[3]ŽDE¦Kãä´åæƒÚçèéUvw–
—|FZ[\]¿@]êmvwßàK´µëìmr‡–íèî–—€‚ïð­çFGBPm{Þ†
Z[\]¿@]orÀ~¦šUã†jñò–pq–¾€}ØóUô‘–—€ŽGBPmõöm•ˆ
U÷ømGHI‚ùúmÍ½õö–—€Žûü†Í½mýþKÿÅN!"·€UFGHIN#·

€Í½$%Uvw‚Œçkj€[4]Ž&2!'­ç€GHImÍ½KrÀ~¦šN‚×kñòU'
¾‰F¬š­m()*+,–íÍ½U-.–¾/FGHIÍ½o0MY~1oáâXkj€Ž 
ÝÅ–F'23456Z]–GHIÍ½m78¾o·€FÍ½$%9Ð:;oc<Xkj€Â=

1ÃŽ¶Á~1‚XkFÒ>?Ñ AI K GBP mGHIêmûü†Í½o GPT-3 U@A·€ím–
—€[5]ŽÍ½m:BÐCm‹Ì
ƒF{|ûü†Í½N·€YM¦

DƒEïGHIo‹Ì–¾€Ž 
F,-–KFÅç­mõöoE

ïNXFŒ­NùúGHm*+o

Ið€sJƒ{|ûü†Í½m

78¾�«sJoKL·€ŽŒ­

NFrÀ~¦šmMNO­Åç­

oPQ·€Å‚–FDErNi°

€GHIÍ½9Ð:;m›R‚

vwRoS­ON·€Ž 

 
= 1# 9Ð:;mT‘‚GHIÍ½iU°‰VÂWeb)Ñ*Ã 

48

観光情報学会第 19回全国大会講演予稿集



JsJOChatGPT Ÿm
GTP-4 –GHIm78
¾o�«XYŽWùXm

GHIo7Y€Zùm

*+o[\ð€]ùm

*+o[\ðF÷øU^

_Xkj†jímmi

··M`GHImaŒ

NbLYaŒmÍ½c

Ïd:Ôe†HÈ+C

êmÍ½‚jÞfgo

™j78¾oáâXYŽ 
Jhi‚ïjOWkl

mƒlnmoŒ†¨

U7Y­çFpXó

ƒ·jÍ½‚†×Y

Â= 2ÃŽZlA5mq
@ÒB+orqz†

¨ùm*+U[\ð

­çYŽ]÷øU^

_Xkj†jstouvwùÆNxMF÷øƒGHImyzšN{|U–¾YŽ`GHImaŒ

NbLYaŒmÍ½U�«–¾{|}jÍ½‚†×YŽcQ~N�ÙGHIm€Å†#bo@A

–¾FÍ½o~‚NXYÂ= 3ÃŽÅç­O­F'23456Z]opqXFGHIÍ½m$%U
ƒö–—€‚ïð­ç€ŽXOXFF,-–KF}j78¾o„€YMNG…††‡loˆ 120
vm‰™Š‹ÂÑÒ+ÑCŒ+[É)*+,ÃoXki|FHç45Urð€‚KjðF•Žm

rÀ~¦šNKÜXj‚ïð­ç€ŽDErNi°€GHINô‘†‘èoêjÛXF9Ð:;

–‘M®’·€ô‘U—€Ž̄ “KF§«XY78¾orÀ~¦šN”ýXFPQo™×kj€Ž

ÅçN{|FDErNû·€GHIÍ½m78¾oXFZ[\]¿@]mpqm•@B]o7–

€rjƒ·j9Ð:;oc<XYjŽ 
J—˜O,-N™šnjYÛjY´µm›îNœ—ùXŸ–\·Ž†iFF,-m•4KFJSPS
.,ž 23KJ1123mU«oŸ°Yím–·Ž 
JEïl O[1]QRSTFZ[\]6^_`abcdefghF2022.[2]DE DXÄ¤m—|sN
¶·€K¡uFDE DX Ä¤N{€DErm¢§‚´£æNž°kÂ¤¥Õ|\‚MÃFp. 7F
2023.[3] /01¦3F!"F5678F9:;F<6=>FDErNi°€ Google Î[ÏÐÑ
ÒÓÔ@]mpq‚®§F¨ 9v‚ÞOjDE*+(,-uFpp. 25-28F2023. [4] ©ª«¬F­
®è¯gF°±‘ˆqBCNi°€²ÎÊ@‚v³m”´FÚfµö(ufè,-u 2019F
http://collabodesign.org/docmas/wp-content/uploads/2019/11/23-0351.pdfF2019[5]¶·utÒ
>?ÑF̧ AI¹Googleº»HIÍ½¼ChatGPT‚è AIUÍ½q½@ClÒ>?Ñ AI:¾º¾º
Í½ powered byGPT-3zo**@ÐFPRTIMESF2023 

 
= 2 ¿FmÑÒ+ÑCÂÀÃ‚WùXmGHIo7Y€1ÂÀÃ 

 
= 3 cÏd:Ôe†HÈ+C‚ÝçN#·€Í½ 

49

Proceedings of the 19th Annual Meeting of the Society for Tourism Informatics



!"#$ %&' ()*+,-./0$123456789:;

<=>?@ABCD

!"#$% &'()*+,-./0123!4567895:;<=>?%

@AB% 23!45CD5EFGH5I%

H!JK% 23!45895E%

LMNOP% 23!45895E%

%

Q?R?STU?VWX89YZ[Y\]^ _`aYS?bcd>?%

%

efghH5ij6klmnopq5rstuvw \]^ _xyz{ts|Y}mz{~�w€|

Å‚ƒ„…†CD‡ˆt‰Š‹ŒçŽèwz{ê„‘ƒxyt’“?”•–=—S?bcd>?

p˜)*™?êY}š›šmœùwž|&êÅd=Ÿ?”‰Šts ç¡šw¢£˜)*™?¤

¥mž|j89¦§¨©‡ˆwª«Œ¬­t‰Š‹Œç4®¯°±^±^²p³´µxyt¶|Å·¸

m¹ºts»¼Å|ŒjY½¾³89xyt¶|Å¹º‹Œç%

e¤¥h¿À» Z[ ÁÂÃmÄÅ— ÆÇ mÈÉÊw¢£Y\]^ _xyz{³Ë½ÌÍgwÎÏw»

¼„çH5 \Ðij ÑÒÓmÔÕ—wÖ×šY6klmnomHpq5rstuvwxyz{ØÙ

ts¼„çq5rsÚwÛÜÖÝYxyÞßYà"{ßts¼„çá„Yiâj \]^ _ÁÂÃãäåÆæå%

çèéêåëìt¶|Åí¬pîŒ¢ …Úïðê„çrsñYêÆòó d˜ôõö÷’Âøùpú)?c

û=üýêY\]^ _ÁÂÃmþ¶d˜ôpÿ!)!>="Ã?#.w$%êYêÆòó d˜ôõê&å'ê(ù

p)*ê„ç+ßê„ \]^ _xyt’“?”•–=md˜ôõ,åè-è.(ù—23!45895Em

/0 12 34567>XS?bcd>?p˜)*™?ts¼„ç}šèw&êÅiât8ùw9:

d=Ÿ?”tØ;êY<ˆtÖ=ê„ç>?@AmÖ=w³•ô?B•”CDdõEF%Çåó(æùt

¶|„(Q’”“÷G="ts¼„ç%

%

e<ˆ—HIhiâJmd=Ÿ?”w&êÅ ]K LÖmM‡¾NtO„çPQ ±Rw&êÅ³õS

%mT«Œù—| ¾NtUVO„çPQ \Rw&êÅ³õ)*ùõWX1ú)?cû=ù—|

 ¾NtUVO„çPQ 1Rw&êÅ³õÁÂÃw>ÖjYŒù»Z \]^ _xyèê|¾NtO

50

観光情報学会第 19回全国大会講演予稿集



„çPQ ]Rw&êÅ³õS%tT«Œùõ[\¤¥ù—| ¾NtUVO„çPQ KRw&êÅ

³õÖ×£†‹|J]pT«Œù—| ¾NtUVO„çPQ ]RPQ KR×è³xyz{j6k

%CDw^jŒ…j_`pî„çaHwb cwPQ KRmdefg”R?!bth‹ç%

%

% % % b cTPQ KRmdefg”R?!b% % % b ±TS?bcd>?p˜)*™?‹Œij%

kwPQ lRm’“?”•–=—S?bpmœùž|tÔÕ—wá—m„<ˆt9:wh‹ç%

[ cTPQ lRmnod=Ÿ?”<ˆ%

%

PQ lpcRPQ lp±RPQ lpqRw€|Å³S?bcd>?jrsptŒ—| <ˆtO„çu¤

PQ lp\Rw&êÅ³ÔÕ—wv»Œ3wjxèš„çÑÔ³y—v»£’“zjrspt¼„ç

¡š³ ÑÔjÃ•({="mxyt|m}~p×�YÁÂÃtÃ÷•7WŸg”m€Ÿg”wÅ

šÅí¬ê„„mwY‚AmHwƒÚm„š»||…mxyjtá£Åè†Y„šm4î»xy

w‡áš Z[ xyˆ|tiƒ„×è‰—H«Œç‘ƒÃ•({="mxypŠyÔmñE×èmƒ

‹Œpmí¬p³Y„š»||…mxyjUVx£çŽp|Œ„mwxyˆ|jè«èšÅ|„ç

ê«Å ÑÔ³Ã•({="c?=m‘~pÁÂÃÝ’miâw4î»`{jt£Y‚“”mˆ|

t•–ê„—H«Œç9—m¢ wYÑÔm¾Nt˜V—Yxym™%1š›‚1x†‹Ž³‹

œÅS?bjrsw»£Y‹œÅmÔp89ùJm¦§¨©‡ˆŠrsptŒ¡—jžè×w»

¼„ç"Ÿ[p³¡šèw�|Å ¡w¢£‹Œç%

eaHJ¤h4®¯%×€£¥%H¦%§¨¥%©A%ª«¥%LMN%OPõ‘uxytS?bxyá„

³ F&Ó xy—êÅU?VWX89w¶|„›¬m}š›šm‡ˆg­¶w�|ÅmuHIù89

:;¥%\c°±²%°±^±^²!

51

Proceedings of the 19th Annual Meeting of the Society for Tourism Informatics



観光情報学会第19回全国大会講演予稿集
Proceedings of the 19th Annual Meeting of the Society for Tourism Informatics

発行日 2023年7月29日
印刷所 北陽ビジネスフォーム株式会社 

観光情報学会第19回全国大会実行委員会

委員長  長尾光悦（北海道情報大学）
副委員長 斎藤 一（北海道情報大学）
  杉澤 愛美（北海道情報大学）
委員  山本雅人（北海道大学）
  沢田史子（北陸学院大学）
  奥野拓（公立はこだて未来大学）
  杉山 岳弘（静岡大学）
  徳久 雅人（鳥取大学）
  村上 嘉代子（芝浦工業大学）
  桝井 文人（北見工業大学）


